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大
正
12
年
９
月
１
日
に
お
き
た
関
東
大

震
災
の
教
訓
を
忘
れ
な
い
た
め
、
９
月
１

日
を「
防
災
の
日
」に
定
め
ま
し
た
。
ま
た
、

そ
の
前
後
の
８
月
30
日
か
ら
９
月
５
日
ま

で
の
期
間
を
「
防
災
週
間
」
と
し
ま
し
た
。

　

今
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大

震
災
で
は
、
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
、
多

く
の
方
々
が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。
地
震

は
、
い
つ
・
ど
こ
で
発
生
す
る
の
か
分
か

り
ま
せ
ん
。
避
難
場
所
・
避
難
経
路
を
確

認
す
る
、
非
常
持
出
袋
を
準
備
す
る
な
ど
、

日
頃
か
ら
防
災
意
識
を
持
っ
て
お
く
こ
と

が
重
要
で
す
。

　

一
定
の
要
件
を
満
た
す
戸
建
木
造
住
宅

に
つ
い
て
、
耐
震
診
断
資
格
者
が
実
施
す

る
耐
震
診
断
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

【
地
震
が
起
き
た
ら
】

　

身
の
安
全
を
最
優
先
す
る
こ
と
。
室
内

で
あ
れ
ば
、
頑
丈
な
机
の
下
な
ど
に
隠
れ

て
、
頭
を
保
護
す
る
。
焦
っ
て
外
に
飛
び

出
さ
な
い
。

【
正
し
い
情
報
の
収
集
を
】

　

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

等
で
情
報
を
収
集
し
ま
し
ょ
う
。
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台
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ェ
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イ
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補
助
額
❖
耐
震
診
断
に
要
す
る
経
費
の
２

分
の
１
の
額
。
１
万
５
０
０
０
円
を
限
度

と
す
る
。

募
集
件
数
❖
２
戸
（
応
募
多
数
の
場
合
抽

選
）

対
象
❖
次
の
す
べ
て
を
満
た
す
も
の

●�

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ

た
も
の

●�

戸
建
木
造
住
宅
（
店
舗
な
ど
を
兼
ね
る

場
合
は
、
延
べ
面
積
の
２
分
の
１
以
上

が
居
住
用
で
あ
る
こ
と
）

●
構
造
が
木
造
在
来
軸
組
工
法
の
も
の

●
所
有
者
自
身
が
居
住
し
て
い
る
も
の

●
地
階
を
除
く
階
数
が
２
以
下
の
も
の

申
し
込
み
❖
建
設
課
に
あ
る
所
定
の
申
込

書
に
記
入
の
上
、
持
参
ま
た
は
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。

申
込
書
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ト
ッ
プ
ペ
ー

ジ
➡
く
ら
し
の
情
報
➡
生
活
情
報
➡
住
宅
・

建
築
）
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

申
込
締
切
❖
11
月
30
日（
水
）（
最
終
日
必
着
）

生
活
安
全
課
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９
月
１
日
は

「
防
災
の
日
」

木
造
住
宅
の

耐
震
診
断
費
用
の
一
部
を

助
成
し
ま
す

下
水
道
工
事
の
お
知
ら
せ

　

東
一
丁
目
、
稲
葉
、
つ
く
も
町
地

区
の
一
部
で
、
汚
水
管
の
布
設
工
事

を
行
い
ま
す
。
工
事
に
伴
い
、
通
行

止
め
・
片
側
通
行
な
ど
の
交
通
規
制

や
、
迂う

回か
い

路ろ

を
通
行
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
工
事
中
は
皆
さ

ん
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
下
水
道
整
備
促
進
の
た
め
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　9月10日は「下水道の日」です。太田川東部浄
化センターでは、この日にちなみ、家庭から出る
汚水がどのようにしてきれいになるのかという下
水道のしくみを住民の方々に理解していただくた
め、次のとおり施設を一般公開します。参加申込
み等は不要ですので、お気軽にご参加ください。

　期　間　9月10日（土）
　時　間　午前の部10時～、午後の部14時～
　内　容　施設の説明、ビデオ上映、施設案内、
　　　　　めだかすくい体験
　場　所　太田川流域下水道東部浄化センター
　　　　　（南区向洋沖町１番１号）
　問い合わせ　財団法人広島県下水道公社
　　　　　☎286-8200

下水道課　☎8 2 3 - 9 2 1 1 　58 2 3 - 9 8 3 9

　平成23年度広島県下水道協会下水道排水設備

工事責任技術者試験を次のとおり実施します。

受付期間　９月16日（金）～ 10月7日（金）

受付場所　各市町の下水道担当課

試  験  日　11月27日（日）

試験会場　◆西部地区（広島会場）

　　　　　　広島市まちづくり市民交流プラザ

　　　　　◆東部地区（福山会場）

　　　　　　ＪＦＥ健保会館

　　　　　◆北部地区（三次会場）

　　　　　　みよしまちづくりセンター

※�申込書等は各市町の下水道担当課にありま

す。くわしくは、下水道課へお問い合わせく

ださい。

下 水 道 排 水 設 備 工 事
責 任 技 術 者 試 験

東部浄化センター 一般公開

広島県立海田高等学校

広島県立海田西中学校

県
営
つ
く
も
住
宅

東一丁目

三迫公園

町営三迫住宅

海
田
三
迫
郵
便
局

工事箇所工事個所

東一丁目、稲葉つくも町
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生活安全課　☎8 2 3 - 9 2 0 8

　近年、電動車いすは、長距離
の歩行が困難な高齢者や障がい
者の外出の際の移動手段として
普及している反面、交通事故等
のトラブルも増えてきていま
す。
　海田町では、電動車いすを安
全に安心して利用していただく
ために、海田警察署交通課の方
を講師にお招きし、安全運転講
習会を開催します。

【日　時】
　９月27日(火)
　10時～11時30分
　（受付　９時30分～）

【場　所】
　保健センター（講話）
　千葉邸駐車場（実技）
　（集合場所は保健センター）

【対象者】
　町内在住で、電動車いすを利
用されている方、または、これ
から利用をお考えの方

【内　容】
講話
「交通事故にあわないために」
実技
「電動車いすの正しい使用方
法、交差点の渡り方など走行の
仕方」

【申し込み】　
　９月21日（水）までに海田町
役場生活安全課へお電話くださ
い。

電動車いす
安全運転
講習会


